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【はじめに】 
希土類蛍光体は一般に、母体結晶の一部を希土類イオンのような可視領域で発光するイオンで置換す
ることにより作製される。希土類イオンの発光スペクトルは非常に鋭いピークを持つという特徴があり、
励起エネルギーが格子振動などに散逸しにくく、強度の強い発光スペクトルが得られる。また、希土類
イオンを発光中心とする蛍光体は、作製する際に不純物を加えると、発光強度が顕著に増加する場合が
あることが知られている。本実験では希土類イオン Eu 3 を含む、希土類蛍光体に不純物として ZnO を
付加し、ZnO が発光過程にどのような影響を与えているのか知るために、ZnO の濃度を 1~10%付加し、
濃度毎に発光特性を測定した。 
【原理】 
希土類イオンは励起光を受けることで基底状態から励起状態に上がった後、 
発光の始状態に遷移する。この始状態に来るまでにかかる時間を立ち上がり時間 
と言う。また、発光の始状態から基底状態に戻るまでの遷移にかかる時間を減衰 
時間と言う。これらの時間を測定することで発光過程を知ることができる。実験 
では、励起光として、Nd:YAG パルスレーザーの４倍波（波長 266nm、パルス 
の繰り返し 10Hz）を試料に入射させ、発光スペクトルを 4K と 298K で測定し、 
発光減衰特性を 4K～298K の間で測定した。発光減衰特性は、マルチチャンネル 
スケーラーを用いて測定した。                       図 1 発光までの遷移の様子 
【結果】 
 本実験では Y2O3粉末と Eu2O3粉末を空気中で焼成して作成した Y2O3 :Eu3+と、Gd2O3粉末と Eu2O3
粉末を空気中で焼成して作成した Gd2O3:Eu3+を作成した試料を使用した。焼成温度は 1100℃で、焼成前
の試料に不純物として ZnO を付加し、発光スペクトルと発光特性の温度依存性について調べた。図 2 に
同試料の発光ピークで測定した発光特性、図 3 に ZnO を 10%付加した Y2O3 :Eu3+の発光スペクトルを示
す。この発光特性のグラフを                でフィッティングすることで減衰時間
をもとめることができる。Gd2O3:Eu3+蛍光体も同様に不純物として ZnO を付加し発光スペクトルと発光
特性の温度依存性について調べた。Gd2O3:Eu3+では ZnO を付加することで Eu2O3が母体に効率よく取
り込まれ、そこからの発光が立ち上がりを持っていることが分かった。Y2O3 :Eu3+では ZnO を付加して
も立ち上がりがなく、不純物を付加しても時間特性にあまり影響が出ないことがわかった。この結果か
ら試料の格子定数が発光に影響を与えていると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
図 2. Y2O3 :Eu3++ZnO(10%)の発光特性           図 3. Y2O3 :Eu3+ ZnO(10%)の発光スペクトル 
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